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以下の 6 章より構成されている O
第 1 章は序論であり，本論文に関連する研究分野について概観し，本研究の背景と目的を明らかにしている。
第 2 章では， 1997年に大阪大学で開発された新材料，イットリウム・カルシウム・オキシボレート: YCa40(BO山
について，今回新たに得られた知見をまとめている o 育成条件を最適化することで，結晶の割れの発生，気泡混入
の問題を解決し，直径20mm，長さ 65mmの単結晶育成に成功しているo また，初めて近紫外光のNd:YAG レーザーの






条件下で Nd:YAG レーザーの第 2 高調波(波長: 0.532μm) 及び第 3 高調波を発生させている。それぞれの波長
における位相整合に対して第 2 章と同様の特性を調べた結果，近紫外光の発生では YCa40(BOふよりさらに優れた
波長変換特性を持つことが明らかにされている O
第 4 章では， Nd:YAG レーザ一光の第 4 高調波である波長0.266μmの産業用高繰り返しコヒーレント紫外光源
の開発を目的に，セシウム・リチウム・ボレート: CsLiB6010 (CLBO) 結晶の内部レーザー損傷関値を調べている。
次に，高繰り返し Nd:YAG レーザーから第 4 高調波を発生させ，従来の BBO 結晶と比べて出力が1.3倍高い変換特
性を示すことを明らかにしている O また，変換効率の理論計算を行い，実験結果との比較を行っている。
第 5 章では，基本波である Nd:YAG レーザーのビーム品質を向上させる位相共役境の開発を目的に，初めて有
機イオン性結晶 DLAP の誘導ブリリアン散乱特性を調べている o DLAP 結晶からの誘導ブリリアン散乱反射率の測
定， レーザーの波面再生を行い，固体材料の位相共役鏡として有望なことを明らかにしている o











(1) YCa40(B03)a (YCOB) を b 軸方位に低速で引き上げることにより，害IJれの発生，気泡混入の問題を解決して
直径20mm，長さ 65mmの単結晶を得ることに成功しているo また Nd:YAG レーザーの第 3 高調波発生に関す
る波長変換特性を調べ，紫外光発生材料として有望なことを明らかにしている。
(2) 組成を変化させて複屈折率の制御が行える新型結晶 GdxYl心a40(BOふ (GdYCOB) を開発し， Nd: YAG レー











(7) Nd:YAG レーザーの基本波ビーム品質を向上させることを目的に，有機イオン性結晶 DLAP の誘導ブリリ
アン散乱を調べ， 78%の高反射率を測定している。結晶構造と誘導散乱の関値との関連性について検討し，さ
らなる新材料開発の指針となる考察を与えている o
(8) DLAP 結晶を Nd:YAG レーザーの波面再生に用い，磨りガラス導入により乱れさせた波面を70%以上の忠
実度で元の光に再現することに成功している。
以上のように，本論文は紫外光発生用結晶 YCOB のレーザー特性を調べ，それに基づき複屈折率を自由に制御で
きる新結晶 GdYCOB の開発に成功し， さらに波1長0.355μmの紫外光発生に有望であることを見い出しているO また，
CLBO 結晶を用いた穴開け加工用レーザーの構築，有機非線形光学結晶 DLAP を用いた誘導ブリリアン散乱位相共
役鏡の実用性を明らかにするなど， レーザー工学，非線形光学と産業の発展に貢献するところが大きい。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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